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老
齢
基
礎
年
金
と

　
　
　
 老
齢
厚
生
年
金
に
つ
い
て

角
老
齢
基
礎
年
金
角

　
老
齢
基
礎
年
金
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
保
険
料
を
免
除

・
納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
、

合
算
対
象
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
原
則
　２５

年
間

（
３
０
０
か
月
）
以
上
あ
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
年
金
は
　
歳
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
金
額
は

６５

　
年
間
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
は
満

４０額
と
な
る
７
８
６
、
５
０
０
円

（
平
成
　
年
２４

度
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
 老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
満
た
し
て
い

な
い
方
、
年
金
受
給
額
を
増
や
し
た
い
方
に

は
国
民
年
金
任
意
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は
満
　
歳
ま

６０

で
で
す
が
、
　

歳
以
降
で
も
国
民
年
金
に
任

６０

意
加
入
し
て
年
金
受
給
権
を
満
た
し
た
り
、

年
金
受
給
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
加
入
で
き
る
期
間
は
年
金
受
給
権
が
あ
る

方
は
　
歳
ま
で
、
年
金
受
給
権
が
な
い
方
は

６５

　
歳
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
手
続
き
は
町
民

７０生
活
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
行
え
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
資
格
期
間
で
あ
る
納
付

等
年
数
の
　
年

（
３
０
０
か
月
）
に
１
か
月

２５

で
も
足
り
な
い
時
は
、
全
く
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
で
自
分
の

納
付
状
況
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

角
老
齢
厚
生
年
金
角

　
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
あ
っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
格

期
間
を
満
た
し
た
方
が
、　

歳
に
な
っ
た
と

６５

き
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
老
齢

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
分
の
間
は
、　

歳
以
上
で
、

６０

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資

格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

②
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
１
年
以
上

あ
る
こ
と
に
よ
り
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

る
方
。

に
は
　
歳
に
な
る
ま
で
、
特
別
支
給
の
老
齢

６５

厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
 特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
額
は
、
報

酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
を
合
わ
せ
た
額
と

な
り
ま
す
が
、
昭
和
　
年

（女
性
は
昭
和
　

１６

２１

年
）
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
定

額
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
昭
和
　
年

（女
性
は
昭
和
　
年
）
4

２４

２９

月
２
日
生
ま
れ
の
方
か
ら
は
、
報
酬
比
例
部

分
の
み
の
額
と
な
り
ま
す
。

角
ス
ズ
メ
蜂
に
ご
注
意
角

　
ま
も
な
く
、
ス
ズ
メ
蜂
の
活
動
が
活
性
化

す
る
８
月
か
ら
　
月
を
迎
え
ま
す
。

１０

　
ス
ズ
メ
蜂
は
種
類
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

営
巣
箇
所
が
異
な
り
ま
す
が
、
木
の
枝
、
建

物
の
軒
下
、
外
壁
等
の
遮

へ
い
空
間
又
は
土

中
営
巣
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
巣

の
形
状
は
、
ね
ず
み
色
の
和
紙
状
、
茶
色
や

淡
い
色
の
貝
殻
模
様
の
も
の
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
刺
さ
れ
た
場
合
、
重
い
症
状
で
は
呼
吸
困

難
・意
識
障
害
等
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
手
当

が
遅
れ
る
と
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
新
冠
町
で
は
ス
ズ
メ
蜂
の
撤
去
費
用
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
蜂
の
巣
を
発
見

し
た
場
合
は
、
自
分
で
撤
去
せ
ず
に
役
場

へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
役
場
か
ら
専
門
の
業

者
へ
連
絡
し
撤
去
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
撤
去
費
用
は
巣
１
個
に
つ
き
１
万
円

（
同

時
に
２
個
以
上
撤
去
し
た
場
合
は
、
２
個
目

か
ら
は
５
千
円
）
が
依
頼
者
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
料
金
の
お
支
払
い
後
、
業
者
よ
り
渡

さ
れ
る
所
定
の
用
紙
で
役
場
に
補
助
申
請
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
撤
去
費
用
の
３
割

（
１
個

の
場
合
は
３
千
円
）
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

角
新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
角

　
町
で
管
理
し
て
い
る
新
冠
共
同
墓
地
に
つ

い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、
１
年
以
内

に
お
墓
を
建
立
す
る
方
で
、
新
冠
町
に
住
所

を
有
す
る
方
に
対
し
、
随
時
墓
地
使
用
許
可

申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
冠
共
同
墓
地

（
字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
9
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

    町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
  緯
0
1
4
6
・
4
7
・
２
１
１
２

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

老齢基礎年金の計算方法

　788,900円×[保険料納付月数

　+（保険料全額免除月数×8分の4）

　+（保険料4分の1納付月数×8分の5）

　+（保険料半額納付月数×8分の6）

　+（保険料4分の3納付月数×8分の7）］

　÷加入可能年数×12

　ただし平成21年3月分までは、全額免除は

6分の2、4分の1納付は6分の3、半額納

付は6分の4、4分の3納付は6分の5にて、

それぞれ計算されます。
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ぼくとわたしぼくとわたしのの

夢夢

朝日小学校6年生です

◇私の将来の夢は、

エネルギー研究者で

す。最近原発問題が

あるので、地球にや

さしいエネルギーを

発見したいです。

 吉田　佳永

◇ぼくの将来の夢は、

恐竜の研究家になり

たいです。恐竜は、

不思議なことがある

ので調べたいです。

 佐藤　太亮

◇将来の夢は小学校

の先生になる事です。

子供がすごく好きだ

し、先生を見ている

と楽しそうだからで

す。

丸山　京香

ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
紹
介
③

○は 
　
新
冠
銘
菓

　
新
冠
町
内
小
売
店
に
は
、馬
産
地
に
ち
な
ん

だ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た
饅
頭
の

「
ば
ふ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
」、
レ
コ
ー
ド
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
大
型
の
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
「
レ
・

コ
ー
ド
ク
ー
ヘ
ン
」、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
銀
座
に

ち
な
ん
だ
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
あ
る
。

　
道
の
駅
な
ど
で
売
ら
れ
、観
光
客
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
。

　　　
馬
産
地
の

　
　
　
　
　
ば
ふ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
の
駅

◇私の将来の夢は、

自衛隊になることで

す。理由は、震災な

どで自衛隊として、

人を助けて喜ばせた

いからです。

 海馬沢　華依

◇ぼ くは、機械をい

じったり直したりす

ることが好きなので、

機械関係の仕事につ

きたいです。

 早川　大生

※ふるさとカルタは、新冠町開町130年・町制施行50年記念事業の一環として作製したもので、

読み札の題材を 「新冠郷土文化研究会」が選定し、そのお題に沿って 「新冠俳句の会」が読み札

語句を、「新冠アトリエの会」が絵札を担当して作り上げた町民手作りのカルタです。


